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	１　位置情報を取り扱うにあたっての有効な同意とは？
	（１）「同意があった」といえるためには、意思表示をした者が「自分が何に同意しているか」を認識している必要がある。
	（２）抽象的に「位置情報を取得します」と説明して個別同意を取得することで足りるか？　どこまで具体的に説明をするべきか？

	２　約款による同意で足りるか？
	（１）約款は、消費者の側に交渉の余地がなく、読まれない可能性がある点で、同意取得としての実質が弱いと一般に考えられている。
	（２）位置情報を利用することが明らかなサービス利用規約に同意した場合は、同時に位置情報取得に同意を与えたといえるか？

	３　同意とオプト・アウトについて
	（１）事前の同意がまったく認められないところでオプト・アウトの仕組みを作っても、同意があったとは認められない。
	（２）位置情報取得の同意は、継続的になされている必要があるのではないか？

	４　仮に同意が不要であっても、説明すべき事項はあるか？

